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Seihō Takeuchi’s Ink Landscape Paintings and the Drawing Paper Called “Seihō-shi”: 
The Intention of Creation Reflected in Base Material
Akiko Fujiki 藤木　晶子
論 文 ARTICLE
図 1　 竹内栖鳳　《晩鴉》　昭和 8年（1933）　紙本墨画・軸・1幅　
59.0 × 68.0cm　山種美術館蔵














































































































































図 2　 竹内栖鳳　《水村》　昭和 9年（1934）　紙本墨画・額・1面　
103.0 × 127.0cm　京都市美術館蔵
図 3　 竹内栖鳳　《雨中山水》　昭和 7年（1932）頃　紙本墨画・軸・1幅
30.9 × 41.0cm　山種美術館蔵
図 4　 竹内栖鳳　《水墨山水》　昭和 8年（1933）　紙本墨画・軸・1幅　
73.5 × 92.2cm　山種美術館蔵





































































簡は大正 10 年（1921）10 月 23 日付と大正 14 年（1925）





















































































































































































































































































が 35.2 g/㎡、57.8g/㎡、厚さが 0.078mm、0.142mm、密度




















































































図 5　「栖鳳紙」顕微鏡写真（100 倍） 図 6　「奉書」顕微鏡写真（100 倍）









































































図 7　 竹内栖鳳　《雨の蘇州》　大正 11 年（1922）　絹本墨画・額・1面　
72.8 × 86.9cm　パリ ギメ美術館蔵

























































野家所蔵書簡集刊行会、平成 13 年（2001）3 月）、④松尾敦子
「一九二〇～三〇年代の日本画の基底材について　製紙家中
田鹿次と岩野平三郎を中心に」（『美術史』156 冊、美術史学会、































紙に就いて」（『文芸春秋』11 巻 8 号、文芸春秋社、昭和 8年
（1933）8 月、105、106 頁）、及び、竹内逸「栖鳳閑話　9墨と
紙」（『大阪朝日新聞』夕刊、朝日新聞大阪本社、昭和 7 年




16　高橋監修、土井編、前掲書（註 3③）、486 － 489 頁。














































































日出新聞社、大正 11 年（1922）1 月 22 日、第 2面。
55　脇本十九郎「破墨の意義の變遷に就て」（『美術研究』14 号、







社　平成 16 年（2004）9 月　図 43・図 42
図 2　『没後六十年竹内栖鳳展』　朝日新聞社　平成 13 年（2001）
12 月　87 頁
図 3　『特別展没後 70 年竹内栖鳳　京都画壇の画家たち』　山種
美術館　平成 24 年（2012）9 月　78 頁
図 5・6　高知県立紙産業技術センター提供（加筆は筆者）
図 7・8　平山郁夫・小林忠編著・監修　『秘蔵日本美術大観 6
ギメ美術館』　講談社　平成 6年（1994）8 月　図 101
48. BULLETIN Vol.63  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
〔附記〕
本稿に係る画紙の調査研究にあたりましては、岩野平三郎製
紙所、高知県立紙産業技術センターの方々にご協力を頂きまし
た。記して深く感謝の意を表します。また、本稿は、平成 25 年
度メトロポリタン東洋美術研究センター研究助成、並びに平成
26 年度鹿島美術財団「美術に関する調査研究の助成」を受けて
実施した研究成果の一部です。あらためてご支援に感謝申し上
げます。
